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［確定給付企業年金と確定拠出年金のまとめ］ 

 

                                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確定給付企業年金（平成１４年４月） 確定拠出年金（平成１３年１０月） 

給付額を先に決定 掛金を先に決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の給付額⇒企業が保証 将来の給付額⇒運用実績によって変動 

年金資産の運用⇒企業が一括管理 

（契約先の生命保険会社や信託銀行に委託） 

 

リスクは企業が負う。 

運営管理機関が運用方法を提示 

（３つ以上提示） 

加入者自ら選択（１又は２以上） 

リスクは加入者が負う。（自己責任原則）  

掛金を確定 

加入者が運用 

あらかじめ将来の給付額が

確定 

企業が運用 

予定利率や平均余命等で 

掛金を算出 

一括管理 個人別管理 

自ら運用の指図 

規約型企業年金 基金型企業年金 企業型年金 個人型年金 

企業年金基金の設

立について、 

厚労大臣の認可 

 

別法人の企業年金

基金を運用 

規約について 

厚労大臣の承認 

年金規約に基づき 

事業主が母体企業

外（信販会社等）で

管理・運用 

・掛金の流れ 

⇒企業から資産管

理機関（信託会社） 

・加入者の指図 

⇒運営管理機関 

・マッチング拠出 

・掛金の流れ 

⇒国民年金基金連

合会へ 

・加入者の指図 

⇒運営管理機関 

事業主が過半数労働組合等の同意を得る。 連合会が規約を作成 
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確定給付企業年金（平成１４年４月） 確定拠出年金（平成１３年１０月） 

 

法定給付 任意給付 

老齢 

給付金 

脱退 

一時金 

障害 

給付金 

遺族 

給付金 

１１ 

 

給付 

老齢 

給付金 

障害 

給付金 

死亡 

一時金 

脱退 

一時金 
 

（加入者） 

実施事業者に使用される厚生年金の被保険者 

 

 

 

 

（加入者） 

企業型 個人型 

・第１号及び第４号 

厚生年金被保険者 

 

・第１号加入者 

・第２号加入者 

・第３号加入者 
 


